
１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日）

（注）当社は、平成25年10月1日付で、日本カーリット株式会社の株式移転により持株会社として設立されました。よっ
て当第２四半期決算短信は、子会社である日本カーリット株式会社の連結業績を報告するものであります。

（２）連結財政状態

（注）当社は、平成25年10月1日付で、日本カーリット株式会社の株式移転により持株会社として設立されました。よっ
て当第２四半期決算短信は、子会社である日本カーリット株式会社の連結業績を報告するものであります。

２．配当の状況

（注２）25年３月期期末の配当実績は、日本カーリット株式会社の配当実績であります。

（注３）26年３月期期末の配当予想は、カーリットホールディングス株式会社の配当予想であります。
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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 19,158 △0.0 589 △7.5 641 △7.5 381 △63.8

25年３月期第２四半期 19,160 8.3 637 △1.6 693 3.1 1,055 159.9

（注）包括利益 26年３月期第２四半期 810百万円（ ％）12.7 25年３月期第２四半期 719百万円（ ％）156.3

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第２四半期 18.54 －

25年３月期第２四半期 51.27 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期第２四半期 37,140 17,942 48.3 871.36

25年３月期 36,367 17,479 47.6 841.00

（参考）自己資本 26年３月期第２四半期 17,942百万円 25年３月期 17,317百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 － － － 9.00 9.00

26年３月期 － －

26年３月期（予想） － 9.00 9.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無



（注２）上記連結業績予想は、カーリットホールディングス株式会社の平成26年３月期の連結業績予想（平成25年4月1日

～平成26年3月31日）であります。詳細は、添付書類４ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※  注記事項

新規 社 （社名） 、除外 社 （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 9.1 1,800 30.0 1,900 24.5 1,100 △31.0 53.42

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

－ － － －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

（注）詳細は添付書類４ページの「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 20,600,000株 25年３月期 20,600,000株

②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 8,951株 25年３月期 8,951株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 20,591,049株 25年３月期２Ｑ 20,591,170株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、四半期決算短信の開示時点

において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する主旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての

注記事項等については、添付資料４ページの「1.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成25年４月～平成25年９月）における日本経済は、アベノミクスの「三本の

矢」により景気回復局面に入ってまいりましたが、世界経済においては、アメリカでの財政問題の混迷、欧州での

政情不安によるドル・ユーロの下落が起きるなど、引き続き先行き不透明な状況が続いております。

当社グループは、「事業領域の拡大、市場の拡大、シェアの拡大という３つの拡大戦略により売上高500億円の

化学会社への成長」を基本方針とする中期３カ年経営計画「飛躍500」の最終年度を迎えます。今後の更なる永続

的な発展の礎を築き企業価値を高める経営構造改革を実施するため、10月１日をもちまして、純粋持株会社「カー

リットホールディングス株式会社」を設立し持株会社制へ移行いたしました。《信頼と限りなき挑戦》を企業理念

とし、「不朽なる技術の進展」と「継続ある事業基盤の確立」をビジョンに掲げ、創業100年に向けさらなる企業

価値の向上を目指してまいります。

このような状況の中、売上面では、化薬事業では産業用爆薬の増販、自動車用緊急保安炎筒は広域回収に伴う

製品価格の改定とガラス破壊機能を付加した「ハイフレヤープラスピック」への切替策とともに交換促進を実施し

増販、信号炎管も増販となったものの、危険性評価試験は大型試験の受託が低調となり減販となりました。化学品

事業では、塩素酸ナトリウムとトナー用電荷調整剤は増販、過塩素酸アンモニウムは納入時期が前連結会計年度と

異なったため、また亜塩素酸ナトリウムや機能性高分子コンデンサ向けピロール関連製品、近赤外線吸収色素は需

要減により減販となりました。ボトリング事業では缶飲料の受注減と委託商品の減少などにより減販となりまし

た。シリコンウェーハ事業では新製品の上市が実現したことや原価低減対策の寄与などにより増販となりました。

これらの結果、前年８月に連結子会社となった並田機工㈱の売上寄与はあったものの、当第２四半期連結累計期

間の連結売上高は、191億5千8百万円（前年同期比 1百万円減 同0.0％減）となりました。

一方、損益面では、グループを挙げて原価低減に努めましたが、連結営業利益は5億8千9百万円（前年同期比 4

千7百万円減 同7.5％減）、連結経常利益は6億4千1百万円（前年同期比 5千2百万円減 同7.5％減）となりまし

た。また、連結四半期純利益は、固定資産売却益を計上した前第２四半期連結累計期間と比べて大幅に減少し、3

億8千1百万円（前年同期比 6億7千4百万円減 同63.8％減）となりました。

「化薬事業部門」

産業用爆薬は、北海道北斗市でのサイトミキシングによる納入を開始したことおよび石灰・砕石向けが増加した

ことにより増販となりました。

自動車用緊急保安炎筒は、新車装着用ではエコカー補助金制度終了の影響などにより販売台数が減少したもの

の、広域回収に伴う製品価格の改定により増販となりました。また、車検交換用は緊急脱出時のガラス破壊機能付

「ハイフレヤープラスピック」への切替とともに交換促進を実施し、増販となりました。

信号炎管は、鉄道用、高速道路向けとも増販となりました。

危険性評価試験は大型試験の受託が低調となり減販となりました。

これらの結果、当事業部門全体の売上高は、23億9百万円（前年同期比 1億7千4百万円増、同8.2％増）、営業

利益は9億6百万円（前年同期比 6千5百万円増、同7.8％増）となりました。

「化学品事業部門」

化成品分野では、塩素酸ナトリウムは紙パルプメーカーへのシェアの拡大と維持により増販となりました。過塩

素酸アンモニウムは、ＨⅡ－Ａロケットの打上げ予定は前年並みながら、納入時期が前連結会計年度と異なり減販

となりました。過塩素酸は、工業用向けに増販となりました。亜塩素酸ナトリウムは、繊維漂白、基板処理用途の

需要減により減販となりました。樹脂添加剤を中心とした機能性化学品は、在庫調整等により減販となりました。

緑化関連製品は、緑地管理分野での需要減により減販となりました。

電子材料分野は、機能性高分子コンデンサ向けピロール関連製品がパソコンの販売減などにより大幅な減販とな

りましたが、チオフェン系材料は増販となりました。電気二重層キャパシタ用電解液と電池材料向けの過塩素酸リ

チウムは、需要減などの理由により減販となりました。

機能材料分野では、光機能材料の近赤外線吸収色素がプラズマテレビの販売不振の影響などにより大幅な減販と

なりました。また、イオン導電材料は、イオン液体が減販となりましたが、トナー用電荷調整剤は顧客に向けた代

替品への切替提案などにより増販となりました。

これらの結果、当事業部門全体の売上高は、40億7百万円（前年同期比 1億8千6百万円増、同4.9％増）、営業

利益は2億5千2百万円（前年同期比 6千6百万円減、同20.8％減）となりました。

「ボトリング事業部門」

飲料市場は、前年から継続している炭酸製品の市場拡大と早期梅雨明けと猛暑の影響などで販売が大幅に増加

したものの、缶コーヒー市場は、ショップコーヒーの店舗数増、ファーストフード店での低価格コーヒーの販売、
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コンビニエンスストアーでのカップコーヒーの出現により苦戦を強いられております。

このような環境の下、当事業部門全体では、缶飲料の受注減と委託商品の減販および販売単価低下等の影響に

より、売上高は93億9千5百万円（前年同期比 9億5千5百万円減、同9.2％減）、営業利益は7千万円（前年同期比

1億2百万円減、同59.4％減）となりました。

「シリコンウェーハ事業部門」

半導体業界においては地域差が顕著となり、米国においては堅調に推移するものの、日本国内においては売上

高で前年度割れと厳しいものとなりました。

このような環境の下、前年度より目標としていた新製品ウェーハの上市が実現したこと等により増販となりま

した。

一方、損益面については、売上高は9億4千3百万円（前年同期比 1億7百万円増、同12.9％増）、営業利益に関

しては、工場全体で取り組んできた原価低減対策等により、営業損失を計上した前第２四半期連結累計期間と比べ

て増加し（前年同期比 1億3千7百万円増）黒字に転換しました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

総資産は371億4千万円となり、前連結会計年度末に比べ7億7千3百万円増加いたしました。これは、受取手形及

び売掛金の減少等により流動資産が15億7千9百万円減少したものの、固定資産が23億5千2百万円増加したことなど

によります。

負債は191億9千8百万円となり、前連結会計年度末に比べ3億1千万円増加いたしました。これは、長期預り金が9

億6千6百万円増加したことなどによります。

純資産は179億4千2百万円となり、前連結会計年度末に比べ4億6千2百万円増加いたしました。これは、その他有

価証券評価差額金が3億7千6百万円増加したことなどによります。以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末

の47.6％から48.3％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、13億1千2百万円となりました。これは、税金等調整前四半期

純利益が6億6千万円の計上となりましたが、売上債権の減少額19億6千万円、仕入債務の減少額が12億7千9百万円あ

ったことなどによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、23億8千6百万円となりました。これは、固定資産の取得による支

出22億3千1百万円があったことなどによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果によるキャッシュ・フローは、13億1千7百万円となりました。これは、長期預り金による収入が

10億4千2百万円あったことなどによるものです。

以上の結果、当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて2億7

千4百万円増加し、30億1百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成25年10月1日に公表いたしました連結通期業績予想を次のとおり修正いたしま

した。

修正の理由

当社グループは、三つの拡大戦略(事業領域の拡大、市場の拡大、シェアの拡大)を基本方針とする中期経営計画

「飛躍500」を遂行中であり、M&A、現地法人の設立、他社との戦略的提携を鋭意推進しております。当連結会計年

度においても平成25年10月1日に公表したとおり、一級建築事務所 株式会社総合設計の全株式を取得し、新たな

収益基盤として見込んでおりますが、その他のM&A等については当期中での進展が見込めないため、当初予想を下

回ることを見込んでおります。

(注)業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて当社で判断したものであり、実

際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 47,500 2,000 2,100 1,300 63.13

今回修正予想（Ｂ） 41,000 1,800 1,900 1,100 53.42

増減額（Ｂ－Ａ） △6,500 △200 △200 △200

増減率（％） △13.7 △10.0 △9.5 △15.4

（ご参考）前期実績
（平成25年３月期）

37,570 1,384 1,525 1,595 77.47

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,838 3,165

受取手形及び売掛金 9,213 7,234

商品及び製品 1,449 1,313

仕掛品 304 306

原材料及び貯蔵品 1,091 1,152

その他 976 1,114

貸倒引当金 △11 △5

流動資産合計 15,862 14,282

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,756 7,724

機械装置及び運搬具（純額） 3,650 3,946

土地 4,908 4,907

その他（純額） 1,258 704

有形固定資産合計 15,572 17,283

無形固定資産

のれん 22 24

その他 43 50

無形固定資産合計 66 74

投資その他の資産

投資有価証券 4,090 4,683

その他 776 817

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 4,866 5,500

固定資産合計 20,505 22,857

資産合計 36,367 37,140
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,601 4,248

短期借入金 2,855 3,755

1年内返済予定の長期借入金 830 850

未払法人税等 325 246

賞与引当金 393 388

役員賞与引当金 23 15

災害損失引当金 234 234

その他 1,254 1,365

流動負債合計 11,517 11,104

固定負債

長期借入金 2,816 2,416

退職給付引当金 740 747

資産除去債務 34 34

その他 3,778 4,895

固定負債合計 7,369 8,093

負債合計 18,887 19,198

純資産の部

株主資本

資本金 1,204 1,204

資本剰余金 346 346

利益剰余金 14,557 14,753

自己株式 △6 △6

株主資本合計 16,101 16,298

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,183 1,560

繰延ヘッジ損益 － 8

為替換算調整勘定 31 75

その他の包括利益累計額合計 1,215 1,644

少数株主持分 162 －

純資産合計 17,479 17,942

負債純資産合計 36,367 37,140
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 19,160 19,158

売上原価 16,530 16,394

売上総利益 2,629 2,764

販売費及び一般管理費 1,992 2,174

営業利益 637 589

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 47 48

持分法による投資利益 3 －

雑収入 47 39

営業外収益合計 99 90

営業外費用

支払利息 33 29

持分法による投資損失 － 1

雑損失 9 6

営業外費用合計 42 37

経常利益 693 641

特別利益

固定資産売却益 1,163 6

投資有価証券売却益 9 －

負ののれん発生益 － 52

特別利益合計 1,172 59

特別損失

固定資産除却損 2 40

特別損失合計 2 40

税金等調整前四半期純利益 1,863 660

法人税等 818 278

少数株主損益調整前四半期純利益 1,044 381

少数株主損失（△） △10 －

四半期純利益 1,055 381
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,044 381

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △290 376

繰延ヘッジ損益 △36 8

為替換算調整勘定 0 43

その他の包括利益合計 △325 428

四半期包括利益 719 810

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 729 810

少数株主に係る四半期包括利益 △10 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,863 660

減価償却費 689 674

のれん償却額 8 3

負ののれん発生益 － △52

売上債権の増減額（△は増加） △71 1,960

たな卸資産の増減額（△は増加） △13 73

仕入債務の増減額（△は減少） △372 △1,279

その他 △1,030 △361

小計 1,073 1,680

災害損失の支払額 △12 －

預り敷金及び保証金の受入による収入 － 5

法人税等の支払額 △580 △382

法人税等の還付額 － 9

営業活動によるキャッシュ・フロー 480 1,312

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4 △50

固定資産の取得による支出 △935 △2,231

固定資産の売却による収入 1,168 8

投資有価証券の取得による支出 △78 △1

投資有価証券の売却による収入 55 －

子会社株式の取得による支出 － △95

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,122 －

その他 △8 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △925 △2,386

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,400 900

長期借入金の返済による支出 △358 △380

配当金の支払額 △184 △184

少数株主への配当金の支払額 △15 △15

利息の支払額 △31 △29

長期預り金の受入による収入 331 1,042

その他 △15 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,125 1,317

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 679 274

現金及び現金同等物の期首残高 1,918 2,726

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,598 3,001
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主要な製品・サービスは金属加

工、研削材、除草請負、煙火用薬品、不動産賃貸等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究費及び管理部門に係る費用であります。

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント
その他
(注)

合計
化薬 化学品

ボト
リング

シリコン
ウエーハ

計

売上高

外部顧客への売上高 2,099 3,526 10,351 836 16,814 2,346 19,160

セグメント間の内部売上高

又は振替高
35 294 － － 329 596 926

計 2,134 3,820 10,351 836 17,143 2,942 20,086

セグメント利益（営業利益）

又は損失（△）
840 318 173 △137 1,195 418 1,614

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,195

「その他」の区分の利益 418

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △976

四半期連結損益計算書の営業利益 637
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主要な製品・サービスは金属加

工、研削材、請負工事、煙火用薬品、不動産賃貸等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究費及び管理部門に係る費用であります。

（単独株式移転による持株会社の設立） 

平成25年10月1日に日本カーリット株式会社単独による株式移転により純粋持株会社である「カーリットホール

ディングス株式会社」を設立しました。

１．単独株式移転による持株会社設立の目的

当社グループでは、化薬、化学品、ボトリング、シリコンウェーハなど様々な事業活動を展開しております。

また、中期３カ年経営計画『飛躍 500』では「事業領域の拡大、市場の拡大、シェアの拡大という３つの拡大戦

略により売上高500億円の化学会社への成長」を基本方針に企業価値の向上に努めており、海外現地法人の設立や

M＆Aを通じた新たな事業展開により、グループとしての拡大戦略を遂行しております。

中期経営計画の完遂、さらには次期「中・長期計画」を見据えると、今後も海外現地法人の設立やM＆A、他社

との戦略的提携など事業再編は不可欠であり、継続的な成長やさらなる業容の拡大など、企業価値をより高める

体制として、グループ全体の経営戦略の策定と業務執行機能を分離した「純粋持株会社」体制へ移行する時期に

あると判断いたしました。

持株会社制への移行により、持株会社は、グループ横断的な戦略の立案や実施、経営管理、資金・人材の適正

配分などを行い、包括的な立場から各事業会社を支援することになり、各事業会社は、それぞれの事業に専念す

ることになります。また、中立的な観点での事業評価・監査などにより透明性が高まり、ガバナンス体制の強化

および経営責任の明確化ならびに経営構造改革のスピードアップ化により一層の企業価値の向上に資するものと

考えております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
化薬 化学品

ボト
リング

シリコン
ウエーハ

計

売上高

外部顧客への売上高 2,210 3,815 9,395 943 16,366 2,792 19,158

セグメント間の内部売上高

又は振替高
98 191 － － 290 855 1,146

計 2,309 4,007 9,395 943 16,657 3,647 20,305

セグメント利益（営業利益）

又は損失（△）
906 252 70 0 1,229 418 1,648

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,229

「その他」の区分の利益 418

セグメント間取引消去 △65

全社費用（注） △993

四半期連結損益計算書の営業利益 589

（重要な後発事象）
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２．株式移転の要旨

(1) 株式移転の方式

日本カーリット株式会社を株式移転完全子会社、持株会社を株式移転設立完全親会社とする単独株式移転です。

 (2) 株式移転に係る割当ての内容（株式移転比率）

（注）①株式移転比率

日本カーリット株式会社の普通株式1株に対して、設立する持株会社の普通株式1株を割当交付いたし

ました。

②単元株式数

持株会社は単元株制度を採用し、１単元の株式数を100株といたしました。 

③株式移転比率の算定根拠

本株式移転におきましては、日本カーリット株式会社単独の株式移転によって完全親会社１社を設立 するも

のであり、株式移転時の日本カーリット株式会社の株主構成と持株会社の株主構成に変化がないことから、株主

に不利益を与えないことを第一義として、株主の所有する日本カーリット株式会社普通株式１株に対して、持株

会社の普通株式１株を割当交付することといたしました。

④第三者機関による算定結果、算定方法および算定根拠

上記③の理由により、第三者機関による算定は行っておりません。

⑤株式移転により交付する新株式数

20,600,000 株

なお、本株式移転の効力発生時点において日本カーリット株式会社が保有する自己株式に対しては、その同数

の持株会社の普通株式を割当交付いたしました。

３．株式移転により新たに設立した会社（持株会社）の概要

なお、カーリットホールディングス株式会社は、平成25年10月1日に東京証券取引所に上場いたしました。

４．会計処理の概要

企業会計上の「共通支配下の取引」として処理いたします。

（持株会社の株式取得による会社等の買収） 

カーリットホールディングス株式会社は、平成25年10月1日開催の取締役会において、株式会社総合設計の株式

を取得し、子会社化することを決議いたしました。平成25年10月7日付で株式譲渡契約を締結し、同日に株式の取

得を完了しております。

1. 株式取得の目的

当社グループは、大正7年の日本カーリット株式会社創業以来、爆薬、信号用火工品、工業薬品、農薬、電極・

電解装置、電子材料、機能性材料など、様々な分野へ進出してまいりました。 また、ボトリング事業、シリコン

ウエーハ事業および研削材事業や塗料・塗装事業、金属加工事業等を行い、技術力を礎に事業活動を展開してお

ります。

当社グループは、一級建築士事務所 株式会社総合設計（東京都港区）の発行済株式を全株取得し、子会社化

することで、新たに上下水道施設設計の分野で事業展開を図ることといたしました。これにより新たな収益基盤

を確立し、当社グループの総合力向上、およびサービス体制の一層の拡充を図り、更に企業価値を高めてまいり

ます。

カーリットホールディングス株式会社

（完全親会社）

日本カーリット株式会社

（完全子会社）

株式移転に係る割当ての内容 １ １

(1) 商号 カーリットホールディングス株式会社

(2) 所在地 東京都中央区京橋一丁目17番10号

(3) 代表者 代表取締役会長兼社長 出口 和男

(4) 主な事業の内容 化薬、化学品、ボトリング、シリコンウェーハ事業等を行なう

子会社等の経営管理およびそれに附帯または関連する業務

(5) 資本金 円1,204,600,000

(6) 決算期 3月31日
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２．株式取得の相手方の名称

個人株主3名

３．買収する会社の名称、事業内容、規模

名称 株式会社総合設計

事業内容 建築物、工作物の設計、監理および上下水、排水処理施設の設計、監理ならびにこれらに付帯する

一切の業務

規模 （平成24年10月31日現在）

資本金 10百万円

総資産 424百万円

純資産 382百万円

４．株式取得の時期

 平成25年10月7日

５．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

取得株式数 20,000株

取得価額 771百万円

取得後の持分比率 100％

６．支払資金の調達方法

自己資金及び銀行借入

（訴訟の提起）

当社グループのカーリット産業株式会社は当第2四半期連結会計期間終了後に訴訟の提起を受けました。訴訟の概

要は次のとおりです。

１．訴訟の提起のあった日

平成25年10月2日

２．訴訟提起者

名称 近江鉄道株式会社

住所 滋賀県彦根市大東町3番1号

代表者  代表取締役 中村 隆司

３．訴訟の内容

平成24年8月に近江鉄道沿線の田畑の農作物等に除草剤が残留していることが判明し、近江鉄道が周辺農家等へ損

害賠償金等合計1,046百万円を支払いました。近江鉄道は、同社が鉄道線路用地の除草作業を委託した草野産業株式

会社およびその下請けのカーリット産業に対し、除草剤の散布方法に過失があったとし、両社に対して上記賠償金

等全額及び支払済みに至るまで年6分の割合による金員を求償請求してきたものです。

４．今後の見通し

カーリット産業は、正当な論拠を主張し、近江鉄道の請求には理由がない旨応訴する予定です。本訴訟は提起さ

れたばかりであり、今後の連結業績に与える影響は不明です。
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